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ボーリング柱状図
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ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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栃木県栃木土木事務所　河川砂防部 2008-07-16 ～ 2008-11-12
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234.76 1.40 1.40

礫混り粘
土
(CH-G)

233.36 1.40 2.80

粘土質砂
礫
(GSC)

229.66 3.70 6.50

風化砂岩
(Ss)

229.03 0.63 7.13

砂岩
(Ss)

暗
茶
褐

暗
褐
灰

暗
褐
灰

黒
灰

上部0.10mまで腐植土主体。
礫混じり粘土の崖錐である。
中砂、礫径2から30mm混入。
含水比は中位。

礫径2から50mmの角礫主体
礫間、粘土にて充填。
所々暗灰色の角礫混じる。

コアは、粘土混じり砂礫状。
風化すすみ粘土化部分多く見られ
る。
岩質は脆く、ハンマーで容易に破
壊できる。
上位を中心に変質すすむ。
含水比は中位から高位。
4.80mより黒灰色を呈し、岩質や
や硬くなる。
※地下水無し※

コアは礫及び岩片礫が主体。
岩質は徐々に硬くなる。
岩質脆くハンマー叩きで破壊でき
る。
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